平成25年　日本オプティミストディンギー協会臨時総会議事

開催日時：平成25年11月3日（日）18:20～18:35
開催場所: 海陽ヨットハーバー　　２階　会議室
審議に先立ち榊原理事（日本オプティミストディンギー協会　以下OP協会と表記）より評議員総数45名に対し、出席評議員数37名（内委任状16名）でOP協会規約（第21条 １及び３）、総会の定足数及び議決方法）を満たしており規約変更を伴う本臨時総会が成立したことが報告された。

尚、OP協会浅野会長が所用で出席できなくなったため、国見副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を酒井秀夫氏（ＫＭＣ横浜ジュニアヨットクブ・東日本）及び椎木孝三氏（Ｂ＆Ｇ鳥取海洋クラブ・西日本）として審議に入った。
議題1　　規約の改正について
＜結論＞　来年以降の全日本選手権の開催日程についても、あわせて10月末～11月開催について評議員一同拍手にて了承した。また、事前に議題としていた会計、事業年度の変更について説明があり、「毎年４月1日から翌年３月末日」から「毎年１０月1日から翌年９月末日」への変更について評議員一同拍手にて了承した。
　（質疑）

中川氏（横浜ジュニア）
全日本の日程変更については、昨年の葉山の定期総会の時に、今後も１１月にするのかは議論していきたいとしていたと記憶している。もしそうであるならば、今後の全日本の日程変更については、総会での決議事項ではないだろうか。昨年の議事録の署名人にもなっていたため気になった。全日本の日程変更については、総会で決定し、その後に規約の改正とするのが正当なプロセスではないか。今回の全日本は特別処置との理解でいた。国見副会長もその時は８月が原則といっていたのではないでしょうか。

そこをどう考えますか

国見副会長
1月の臨時総会で、意見集約していなかったが、そのあとアンケート調査等をもとに理事会で話し合いを行って検討してきた。

理事会での決定事項ではあったものの、2014年度以降の全日本の日程変更については、確かに総会にて承認をもらっていなかった。ついては、ご承認をいただけないか。
　一同、拍手で了承し、その後規約の改正についても同様に拍手で承認した。
以上を以て、平成25年　日本OP協会年次総会は終了した。

以上を以て、平成25年　日本OP協会臨時総会は終了した。

議事録作成日：　平成25年11月23日

作成者：　榊原　和久（OP協会理事）

議事録署名人：　酒井秀夫　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月2日　確認
（ＫＭＣ横浜ジュニアヨットクラブ・東日本）

　　　　　　　　椎木孝三　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月2日　確認
（Ｂ＆Ｇ鳥取海洋クラブ・西日本）

　以上

平成25年　日本オプティミストディンギー協会年次総会議事
開催日時：平成25年11月3日（日）18:35～19：30
開催場所: 海陽ヨットハーバー　　２階　会議室
臨時総会に引き続きの開催となり、開催にあたっての定数は満たしていた。
引き続き、国見副会長が議長となり、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を酒井秀夫氏（ＫＭＣ横浜ジュニアヨットクラブ・東日本）及び椎木孝三氏（Ｂ＆Ｇ鳥取海洋クラブ・西日本）として審議に入った。

議題1　　２０１２各委員会活動報告（2012.4-2013.3）・２０１３各委員会中間報告（2013.4～2013.9）・２０１３各委員会活動計画報告（2013.10～2014.9）

＜結論＞　各委員会より総会資料に沿って報告・説明があり、特に質疑もなく、評議員一同拍手にて了承した。
　（議事詳細）

(1) レース委員会事業計画について、以下の補足・修正があった。

1 次年度の東日本選手権については、例年通り葉山にて開催で調整中であり、葉山町と相談してきめていきたい。（総会資料記載は未定）
2 第46回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会の開催地については、広島県広島市　観音マリーナでの開催となった報告があった。
(2) 総務委員会から資料に沿って以下の説明があり了承された。
経費削減とネット環境の整備状況を鑑み、会員カードの発行は取りやめ、ホームページ上で会員番号を確認することとする。
評議員へ郵送する総会資料については、メールでの事前送信とし、当日にコピーした資料を若干用意するものとする。よって、今後の会員登録においては、評議員のメールアドレスは必須で連絡して欲しい。
質疑）なし

議題２　　２０１２会計報告・監査報告

　＜結論＞　須河内理事から会計報告を実施し、特に質疑はなかった。

監査報告については、周東、秋山両監事が体調不良により監査ができなかったため、後日理事会での報告として、総会での評議員からの了承判断のみを行うこととなり、評議員一同拍手にて了承した。

議題３　予算案
＜結論＞　須河内理事から総会資料に沿って発表。特に質疑もなく、評議員一同拍手にて了承した。
議題４　役員改選
＜結論＞森選挙管理委員長が所用により欠席のため、事務局の榊原理事から選挙管理委員会からの公示と結果について代理で説明した。理事立候補者について８名の立候補を発表。定員のため選挙ではなく拍手での議決となり、立候補者８名は評議員一同の拍手により承認された。また、秋山監事も拍手で承認された。

　　【選任理事】青野康広・荒川渡・岡田正和・榊原和久・高山道和・中村武・
松尾英樹・矢野荘一郎
　　【選任監事】秋山敏
　　【退任理事】濱本徹夫・富沢修一
また、副会長任期がきれる国見副会長については、今期で副会長を退くこととなる旨が本人より報告された。
休憩をはさみ、第一回理事会が開かれ、新理事長及び会計担当理事が次のように決定し、総会で報告された。

　　　　理事長　　　　矢野荘一郎

　　　　会計担当理事　須河内利明
以上を以て、平成25年　日本OP協会年次総会は終了した。

議事録作成日：　平成25年11月23日
作成者：　榊原　和久（OP協会理事）

議事録署名人：　酒井秀夫　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月2日　確認
（ＫＭＣ横浜ジュニアヨットクラブ・東日本）

　　　　　　　　椎木孝三　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月2日　確認
（Ｂ＆Ｇ鳥取海洋クラブ・西日本）

　以上
